
【
は
じ
め
に
】

今
年
も
ま
た
、
八
月
が
や
っ
て
来
る
。

二
〇
世
紀
最
大
の
戦
争
犯
罪
で
あ
る
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の

日
が
近
づ
い
て
来
る
の
だ
。
日
本
は
、
世
界
で
唯
一
核
兵
器
が
実
験
使

用
さ
れ
た
国
で
あ
る
。
原
爆
投
下
に
よ
る
死
者
は
、
広
島
で
約
二
〇
万

人
以
上
、
長
崎
で
約
七
万
人
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

犠
牲
者
の
多
く
は
非
戦
闘
員
（
一
般
市
民
）
だ
っ
た
の
だ
。

人
類
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
出
来
事
は
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
し
、
ま
た
決
し
て
歴
史
の
彼
方
に
追
い
や
っ
て
は
な
ら
な
い
。
八

月
の
原
爆
投
下
の
日
を
迎
え
る
た
び
に
、
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
念
と
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
原
爆
投
下
か
ら
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
い
た
る
過
程
に
つ
い
て
、

各
社
の
歴
史
教
科
書
は
、
ど
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
引
用
す

る
。

【
東
京
書
籍
】

［
日
本
の
降
伏
］
本
文
二
二
九
頁

《
一
九
四
五
年
七
月
、
連
合
国
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
発
表
し
、
日
本
に
対

し
て
軍
隊
の
無
条
件
降
伏
や
民
主
主
義
の
復
活
、
強
化
な
ど
を
求
め
ま

中
学
歴
史
教
科
書

読
み
比
べ
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し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
、
す
ぐ
に
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
原
子
爆
弾
（
原
爆
）
を
八
月
六
日
に
広
島
、
九
日
に
は

長
崎
に
投
下
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ソ
連
が
、
…
八
月
八
日
に
日
ソ
中
立
条

約
を
破
っ
て
参
戦
し
、
満
州
や
朝
鮮
に
侵
攻
し
て
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
日
本
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
て
降
伏
す
る
こ
と

を
決
め
、
八
月
一
五
日
に
は
、
昭
和
天
皇
が
ラ
ジ
オ
放
送(

玉
音
放
送)

で

国
民
に
知
ら
せ
ま
し
た
。
…
》

［
原
爆
ド
ー
ム
の
保
存
と
平
和
へ
の
願
い
］
コ
ラ
ム
二
三
〇
～
二
三
三
頁

［
原
水
爆
禁
止
運
動
］
コ
ラ
ム
二
四
九
頁

《
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
三
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
が
太
平
洋
の
ビ
キ

ニ
環
礁
で
水
爆
実
験
を
行
い
、
遠
洋
ま
ぐ
ろ
漁
船
の
第
五
福
竜
丸
が
、

放
射
線
を
出
す
「
死
の
灰
」
を
浴
び
ま
し
た
。
…

こ
う
し
た
中
、
原
水
爆
の
禁
止
を
求
め
る
署
名
運
動
が
、
東
京
杉
並

区
な
ど
か
ら
全
国
に
広
が
り
、
三
三
〇
〇
万
人
を
こ
え
る
署
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
爆
投
下
か
ら
一
〇
年
後
の
一
九
五
五
年
八
月

六
日
、
広
島
市
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か
れ
、
…
原
水
爆

禁
止
運
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
ね
ば
り
強
く

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
》

【
教
育
出
版
】

［
原
爆
投
下
と
日
本
の
降
伏
］
本
文
、
写
真
二
二
九
頁

《
…
七
月
に
は
、
三
国
の
首
脳
が
…
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

日
本
は
こ
れ
を
無
視
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
後
の
世
界
で
は
ソ

連
よ
り
優
位
に
立
つ
ね
ら
い
も
あ
っ
て
、
八
月
六
日
に
は
広
島
に
、
八

月
九
日
に
は
長
崎
に
、
原
子
爆
弾(

原
爆)

を
投
下
し
ま
し
た
。
原
爆
に
よ

る
死
者
は
、
被
爆
後
の
死
者
を
含
め
て
、
広
島
が
二
〇
万
人
以
上
、
長
崎

が
一
〇
万
人
以
上
に
及
び
、
街
は
廃
墟
に
な
り
ま
し
た
。
…
》

［
原
水
爆
禁
止
運
動
］
本
文
、
写
真
二
四
五
頁

《
…
米
ソ
両
国
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
な
る
と
競
っ
て
水
爆
実
験
を
開
始

し
、
人
類
は
大
き
な
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。
一
九
五
四
年
に
は
、
太
平

洋
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
に
よ
り
、
第
五

福
龍
丸
な
ど
の
漁
船
が
「
死
の
灰
」
を
浴
び
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
国
内
で
は
母
親
た
ち
な
ど
市
民
の
運
動
を
き
っ

か
け
に
原
水
爆
禁
止
運
動
が
広
が
り
、
一
九
五
五
年
八
月
、
最
初
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
広
島
で
開
か
れ
ま
し
た
。
》

【
帝
国
書
院
】

［
原
子
爆
弾
の
投
下
］
本
文
、
写
真
二
三
二
～
二
三
三
頁

《
日
本
は
一
九
四
五(

昭
和
二
〇)

年
七
月
に
出
さ
れ
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

ポツダム宣言受諾を決めた日本の苦悩
千葉県中学歴史教科書読み比べ会 オフィシャルサイト：https://kyokasyoyokunare.jimdo.com/

長崎に投下された原子爆弾

（自由社版中学歴史教科書より）
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を
黙
殺
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
の
早
期
終
結
と
と
も
に
ソ
連
に
対
し
て

優
位
に
立
つ
た
め
、
原
子
爆
弾(

原
爆)

の
投
下
を
決
定
し
ま
し
た
。
八
月
六
日
午

前
八
時
一
五
分
に
広
島
へ
、
八
月
九
日
午
前
一
一
時
二
分
に
長
崎
へ
投
下
さ
れ

た
原
子
爆
弾
に
よ
り
、
町
の
中
心
は
壊
滅
し
ま
し
た
。
広
島
で
は
約
一
四
万
人
も

の
人
々
が
、
長
崎
で
も
一
九
四
五
年
末
ま
で
に
七
万
人
を
数
え
る
人
々
が
犠
牲

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
生
き
残
っ
た
人
々
も
、
放
射
能
の
後
遺
症
な
ど
に

よ
っ
て
苦
し
み
ま
し
た
。

そ
し
て
八
月
八
日
深
夜
、
ソ
連
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
で
の
密
約
を
も
と
に
日
ソ
中

立
条
約
を
破
っ
て
「
満
州
」
や
南
樺
太
な
ど
に
攻
め
込
み
、
日
本
軍
と
衝
突
し
ま

し
た
。
事
態
を
重
く
見
た
日
本
政
府
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
な
ら
ば
天
皇
制
が
維
持

で
き
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
一
四
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
て
降
伏

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
翌
一
五
日
、
昭
和
天
皇
は
ラ
ジ
オ
放
送
で
こ
の
決
定

を
国
民
に
知
ら
せ
ま
し
た(

玉
音
放
送)

。
》

［
新
た
な
対
立
の
始
ま
り
］
本
文
二
四
二
頁

《
…
冷
戦
は
核
兵
器
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
兵
器
の
開
発
競
争
を
生
み
、
核
戦
争

が
起
こ
る
危
険
性
も
秘
め
て
い
ま
し
た
。
核
実
験
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
日
本
で
は
原
水
爆
禁
止
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
》

【
自
由
社
】

［
沖
縄
戦
・
原
爆
投
下
・
ソ
連
の
侵
攻
］
本
文
二
四
五
頁

《
…
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
発
表
さ
れ
る
と
、
鈴
木
貫
太
郎
首
相
や
主
要
な
閣
僚
は
、

条
件
付
き
の
降
伏
要
求
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
れ
を
受
諾
す
る
方
向
に
傾

い
た
。
し
か
し
、
阿
南
惟
畿
（
あ
な
み
こ
れ
ち
か
）
陸
軍
大
臣
は
国
体
護
持
の
保

証
が
な
い
と
し
て
反
対
し
、
本
土
決
戦
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
ソ
連
の
対

日
参
戦
決
定
を
知
ら
な
い
政
府
は
、
仲
介
の
返
答
待
っ
た
。

そ
の
間
に
、
八
月
六
日
、
ア
メ
リ
カ
は
世
界
最
初
の
原
子
爆
弾(

原
爆)
を
広
島

に
投
下
し
た
。
こ
と
こ
こ
に
い
た
っ
て
は
、
日
本
政
府
も
終
戦
を
急
ぐ
ほ
か
は
な

か
っ
た
。
八
日
、
ソ
連
は
ヤ
ル
タ
密
約
に
も
と
づ
き
日
ソ
中
立
条
約
を
破
っ
て
日

本
に
宣
戦
布
告
し
、
翌
九
日
、
満
州
に
侵
攻
し
て
き
た
。
ま
た
、
同
日
、
ア
メ
リ

カ
は
長
崎
に
も
原
爆
を
投
下
し
た
。
》

［
聖
断
下
る
］
本
文
二
四
五
頁

《
九
日
深
夜
、
昭
和
天
皇
の
隣
席
の
も
と
御
前
会
議
が
開
か
れ
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
の
受
諾
に
つ
い
て
、
意
見
は
賛
否
同
数
と
な
り
、
結
論
を
出
せ
な
く
な
っ
た
。

一
〇
午
前
二
時
、
鈴
木
首
相
が
天
皇
の
前
に
進
み
出
て
聖
断
を
あ
お
い
だ
。
御
前

会
議
は
一
四
日
に
も
開
か
れ
た
。
天
皇
は
こ
れ
以
上
の
国
民
の
犠
牲
を
さ
け
る

た
め
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
即
時
受
諾
に
よ
る
日
本
の
降
伏
を
決
断
し
た
。
…
》

［
二
〇
世
紀
最
大
の
戦
争
犯
罪
］
コ
ラ
ム
二
四
八
頁

《
沖
縄
戦
で
も
、
本
土
の
大
都
市
へ
の
無
差
別
爆
撃
で
も
、
非
武
装
の
民
間
人
が

標
的
に
さ
れ
て
大
量
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
四
五(

昭
和
二
〇)

年
三
月
一
〇

日
の
東
京
大
空
襲
の
攻
撃
命
令
を
受
け
た
Ｂ
２
９
の
ア
メ
リ
カ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、

「
そ
れ
は
戦
時
国
際
法
違
反
で
は
な
い
か
」
と
司
令
官
に
と
い
た
だ
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
東
京
大
空
襲
で
は
、
一
夜
に
し
て
一
〇
万
人
が
焼
け
死
に
ま
し
た
。

原
爆
投
下
に
よ
る
死
者
は
、
広
島
で
約
二
〇
万
人
以
上
、
長
崎
で
は
約
七
万
人
以

上
で
、
そ
の
犠
牲
者
は
一
般
市
民
で
し
た
。
原
爆
投
下
は
、
そ
の
被
害
の
規
模
に

お
い
て
も
、
二
〇
世
紀
最
大
の
戦
争
犯
罪
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
》

①
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
時
国
際
法
に
違
反
し
、
無
辜
の
市
民
を
大
量
に
殺
戮
し
た
。

②
ソ
連
は
、
ヤ
ル
タ
密
約
に
基
づ
き
、
日

ソ
不
可
侵
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
て
、

日
本
に
侵
攻
し
て
き
た
。
③
日
本
が
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
に
あ
た
り
、
鈴
木

内
閣
で
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
結
論
が
出
ず
、

最
後
は
御
前
会
議
に
お
い
て
昭
和
天
皇
の

ご
聖
断
を
あ
お
い
だ
。
④
原
爆
投
下
、
核

実
験
、
原
水
爆
禁
止
運
動
の
併
記
。
こ
の

内
、
①
②
③
の
歴
史
的
事
実
を
記
述
し
、

④
の
併
記
が
な
い
の
は
、
自
由
社
の
教
科

書
の
み
で
あ
る
。
原
水
爆
禁
止
運
動
が
特

定
の
政
党
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
、
周

知
の
事
実
で
あ
り
、
平
和
教
育
と
称
し
て

こ
れ
を
盛
り
込
む
こ
と
に
強
い
違
和
感
を

覚
え
る
。
歴
史
教
科
書
は
、
特
定
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
宣
伝
材
料
に
し
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

大
手
三
社
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
全
国
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

東
京
書
籍
（
六
〇
万
七
八
五
六
冊
、
占
有
率
＝
五
一
・
〇
％
）
、
帝
国
書
院

（
二
一
万
三
〇
七
七
冊
、
占
有
率
＝
一
七
・
九
％
）
、
教
育
出
版
（
一
六
万
八
一

七
八
冊
、
占
有
率
＝
一
四
・
一
％
）

<

※
平
成
二
八
年
度
版

文
科
省
公
表
値
よ
り>

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
私
共
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全
国
の
中
学

生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
及
び
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
「
中
学
歴

史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
全
国
の
八
割
以
上
の
中
学
校
で
採

択
さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所

存
で
す
。
（
会
員
一
同
）

以
上

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
ど
う
ぞ
。

御前会議 1945年8月9日の会議のもよう。

中央に座っているのが昭和天皇。

立っているのが鈴木貫太郎首相。

（白川一郎筆 鈴木貫太郎記念館蔵）
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